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〇 Effect of Leaf Hardness on Penetration of
Waterhyacinth by Sameodes albiguttalis (A. D.

Wright and A. S. Bourne)
& albiguttalis (鳞 翅 目 ，メイガ科）はホテイア 

オイの生物的防除因子として1977-1978年にオーストラ 

リアに放された昆虫である。この研究はこの蛾の幼虫の 

葉柄内への侵入がホテイアオイの表皮組織の固さによっ 

て影響を受けているのではないかという仮説を試すため 

に拧 われたものである。観察の結果、表皮の固さと侵入 

の成功率の間には負の相関がみられたが、他にもクチク 

ラ層の厚さや表皮細胞中のフュノー ル含有量なども原因 

のひとつと考えられた。

〇 Productivity of Major Indian Aquatic Mac­

rophytes (S. C. Saha)
インドのバガルプール州の2つの池で1982年11月から 

翌年10月まで、月ごとに水生植物の現存量を測定した。

6種の植物の季節的最大現存量は〔表には月ごとの現存 

量が載っていたが省略する〕、アカウキクサ69.2g/nf

( 2 月）、ホテイアオイ188.9g /n f  ( 9 月）、 ヒシ29.1 

g /n f  (6 月）、マツモ 46.3g/nf (10月）、クロモ155. 
6gZnf ( 5 月）、 ェビモ84.7gZnf ( 5 月 ）だった0

(国井秀伸）

ウ キ ク サ 科 の 標 本

角 野 康 郎
ゥキクサ類は、 もっとも身近かにありながら、もっと 

も標本にされることの少ない水草である。植物誌作成の 

ために意識的に標本を集めている県もあるが、大きな標 

本庫でもジーナス• カバ_ の中に標本が数枚しかないと 

いう例が珍しくない。 これでは分布図ひとつ作ることが 

できない。実は、私自身もゥキクサ科となると気の向い 

たときにしか標本を作っていないので大きなことは言え 

な 、のだが、その反省もこめてゥキクサ類の標本作りに 

ついて、少々書きとめておきたい。

ゥキクサ類の標本を作るには、ふつう、現地あるいは 

ポリ袋に入れて持ち帰ったあとバットなどに浮かせた状 

態で、適当な紙ですくい上げ、それを新聞紙にはさみ、 

以後は通常の標本作りと同じ手順で行なう。すくい紙と 

しては、ろ紙をよく使うが、新聞紙や雑誌の切れ端で十

分である0 これだけのことがなかなかできないのだから、 

やはり自覚の問題かと思うのだが、その自覚を促すため 

には何らかの目的をもつのも一案かと思う。例えばある 

地方のウキクサ科フローラ、分布図の作成というふうに。 

全国レベルでみても、コウキクサの分布状況など正確な 

ことはほとんど判明していないのではないか。特定の地 

域 （〇〇市、〇〇郡）に限ってでもウキクサ科の分布に 

関する正確な情報が得られることは貴重である。たとえ 

ウキクサとアオウキクサしか分布しないという事実の確 

認であってもである。自分ではそこまでやる気がないと 

いう方は、標本を専門家へ送ればきっと活用してもらえ 

るであろう。それほどに資料が足りないのである。.

ちなみに、アメリカのHaynes (1984)はウキクサ科 

の標本の作り方につ!/、て自分のやり方を述べているので、 

簡略に紹介しておこう。 ウキクサ類を見つけたら、茶こ 

しまたは小さな布網（熱帯魚店で売っている）ですくい、 

それをまず50务 アルコールの入ったサンプルびん （ 250 
c c )に入れて持ち帰る。いつもアルコールを3分 の 1ほ 

ど入れたポリびんを25〜30本もち歩いていて、現地の水 

を加えて適当な濃度にするという。こうすると数週間は 

そのまま置いておける（実際にはもっと長くもつと思う 

が、できるだけ早く片付ける習慣をつけるべき）。葉緑 

素は溶出するが、同定に必要な形質は全て残る（アント 

シアン系色素の有無は採集時に記録する必要があると思 

ぅ）。

持ち帰ったあとは、まず同定してから標本にするとい 

う。これは私も見習いたいこと。乾燥してちぢんだもの 

より原形そのままの方が同定は容易で誤りも少ないだろ 

うからである。

標本を作るときは新聞紙にはさまず、インデックス• 

カ ー ド （図書力_ ドのようなもの？）の上にウキクサを 

のせ、それらを束ねて太目の輪ゴムでとめる（吸取紙と 

しては、同じ大きさの紙をはさむのであろうか）。 これ 

がちょうど良い押え具合になるという。乾いた後の保管 

は、こうして準備されたカードを封筒あるいはコケ標本 

に使うような包みに入れて台紙にはるとのことである。

私自身は、標本乾燥後、ウキクサ類をすくった紙ごと 

封筒に入れ、その上にラベルを直接貼っている。一応、 

その封筒を台紙にはっているが、ウキクサ類のコレクショ 

ンをつくるのであれば、台紙にはらずに封筒のまま保管 

する方が使いよいかもしれない。
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